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講師

治験の国際競争⼒を⾼め、ドラッグラグやドラッグロスのさらなる発⽣を防ぐため、
我が国においても「Single�IRB（1試験1IRB）」の導⼊が必要であるとの認識が広がり
つつあります。現在、厚⽣労働省では、その実現に向けたGCP省令の改正が検討され
ています。Single�IRBを円滑かつ適正に運⽤していくためには、審査を担う委託先

IRBの質の確保が重要な課題となっています。

講演内容

講演会に参加をご希望の⽅はこちらからお申し込みください。�☞

Single�IRBSingle�IRB
導⼊に向けて導⼊に向けて��
〜グローバル標準化と〜グローバル標準化と
  審査の信頼性〜  審査の信頼性〜
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加
費
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2025年�7⽉29
18:00〜19:00

HURECS第8回講演会HURECS第8回講演会

MSD株式会社
グローバル研究開発本部
クオリティマネジメントユニット
シニアディレクター

平⼭ 清美 様
⽇（⽕）

治験の国際競争⼒を⾼め、ドラッグラグやドラッグロスのさらなる発⽣を防ぐため、我が国
においても「Single�IRB（1試験1IRB）」の導⼊が必要であるとの認識が広がりつつあります。
現在、その実現に向けて、GCP省令の改正が検討されています。�Single�IRBを円滑かつ適切に
運⽤するためには、審査を担う委託IRBの審査品質の確保が必要不可⽋となります。�
本講演では、依頼者の視点から、IRBに期待される役割や要件についてご講演いただきます。

Tel:�03-5213-0028 E-mail:seminar@hurecs.org
〒104-0031 東京都中央区京橋⼆丁⽬2番1号 京橋エドグラン24階

医療機関、製薬会社、CRO、SMO、委員会委員の皆様へ
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 ※要申込�/�申し込み締切��開催⽇まで


